
４年生 道徳学習指導案 

日 時：６月２２日（木）５校時 

場 所：４年生教室 

授業者：竹中 利優 

１ 主題名  正直に生きる〈内容項目：Ａ  正直、誠実〉 

２ 教材名  「ぼくは MVP」   ＜出典：光文書院 小学道徳 ゆたかな心 ４年＞ 

３ 主題構成表 
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■内容項目 Ａ 正直、誠実 

過ちは素直に改め、正直に明るい心で 
生活すること。 
 

■内容項目から見た児童の

実態（姿・行動） 

・多くの児童は、正直でい

ることの大切さを十分理

解しているが、実際はう

そをついたり、ごまかし

たりしたことがある。 

・行間休みや昼休みの時、

思いやりのない言動で相

手を傷つけたり、けんか

になったりすることがあ

る。その際、自分の非を 
素直に認めたり、相手に

謝ったりすることが難し

い児童もいる。 
・仲間の不正な行為には敏

感で、責めたり批判した

りすることがある。 
■姿の要因（意識・環境） 

・「叱られたくない。」、「自

分が損をしてしまう。」等

の思いが強く、うそやご

まかしで不都合から逃れ

ようとしてしまう。 
・遊びに熱中しすぎて周り

が見られなくなり、衝動

的な行動で相手を傷つけ

てしまう。また、自分の

言動を客観的に捉えた

り、自分の非を素直に認め

たりすることに弱さがある。 
・相手のことを指摘しやす

い人間関係や、周りの意

見に同調してしまう雰囲

気がある。 

■ねらい 

本当のことが言えずに悩む主人公の葛藤について考えることで、ごまかしは相手だけでなく自分の心にも

噓をつき、みんなが嫌な思いをしてしまうと気付き、明るい心で楽しく生活していくために、たとえ自分が

不利になることでも、自分を偽らず正直に行動しようとする態度を育てる。 

■教材の分析 

１ あらすじと、人間理解 

・ドッジボール中、主人公の足

にボールがかすったが、その

ことに誰も気付いていない。

自分からボールに当たった

と認め、外野に出るかどうか

迷っている主人公の葛藤を

理解する。 
２ あらすじと、他者理解・価

値理解 

・周りの雰囲気に流され、その

ままゲームを続けた結果、自

分の活躍でチームは大逆転

する。友達からＭＶＰだと言

われた主人公の気持ちを考

えることで、うしろめたさや

後悔、自責の念などの気持ち

を理解する。 
・主人公は、本当のことを言う

か言わないかを議論させる

ことで、「正直に言えば心が

明るくなる。」、「これからも、

うそやごまかしをせず生活

できる。」「仲間にも信頼され

る。」などの価値を理解する。 
３ あらすじと、確かな自己理解 

・本時の学習について、自分の

経験を振り返りながら改善

点を考えることで、うそやご

まかしは後悔や自責の念に

つながってしまうと気付き、

明るい心で楽しく生活して

いくためには、自分を偽らず

に正直に行動しようとする

態度を育てる。 

■価値の分析 

１ 学習指導要領のねらいから 

・「正直、誠実」とは、自分の過ちや

失敗をごまかさず、正直に明るい心

で生活することである。そのため、

自分に不利になることでも、自分を

偽らずに正直に行動し、明るい心で

楽しい生活を築いていこうとする

ことが大切であると考える。 
２ 実施学年における捉えと願い 

・４年生の発達段階では、集団の規則

を理解して、集団活動に主体的に関

与したり、遊びでは、自分たちでル

ールをつくり、それを守ったりする

ようになる。また、判断力が高まり、

自分のことを客観的に捉えられる

ようになるため、たとえ自分に不利

になることでも、自分を偽らないで

正直に行動しようとする心情を育

てたい。 
３ 本学級における捉えと願い 

・自分にとって不都合なことが生じる

と、「叱られたくない。」、「自分が損

をしてしまう。」等の思いから、正

直に行動できず、うそやごまかしに

よってその場をやり過ごそうとし

てしまう児童が見られる。誰にでも

ある過ちや失敗を素直に認め、正直

に行動することで、自分も周りも気

持ちよく生活できることに気付か

せたい。 
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（自己・人間理解） 
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活 
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画 

左
か
ら
右
に) 

  

 本
時
追
究
す
る
価
値
を
理
解
し
、
自
己
の
生
き
方
を
振
り
返
る
た
め
の
導
入 

 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
課
題
意
識
を
も
た
せ
る
導
入
】 

・
児
童
が
本
時
考
え
た
い
価
値
を
確
実
に
理
解
す
る
た
め
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト 

「
今
ま
で
に
、
本
当
の
こ
と
が
言
え
ず
、
う
そ
を
つ
い
た
り
、
ご
ま
か
し
た

り
し
た
こ
と
は
あ
る
か
」
を
確
認
し
、
視
点
を
明
確
に
す
る
。 

・
う
そ
や
ご
ま
か
し
を
し
な
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
か
を
問
い
か
け
、「
正
直
な
心
で
生
活
す
る
た
め
に
、
大
切
な
こ
と
は
な
ん

だ
ろ
う
。
」
と
課
題
に
つ
な
げ
て
い
く
。 

指 

導 

・ 

援 

助
（
基
本
発
問
） 

他
者
理
解
・
確
か
な
自
己
理
解
・
価
値
理
解 

【
深
め
の
発
問
】 

○
誰
も
気
付
い
て
い
な
い
し
、
み
ん
な
喜
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
気
に
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

・
深
め
の
発
問
で
、
一
人
一
人
の
考
え
を
揺
さ
ぶ
る
問
い
返
し
を
し
、
自
分

自
身
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、「
正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ

い
て
、
よ
り
多
面
的
・
多
角
的
に
捉
え
さ
せ
る
。 

 

◎
「
ぼ
く
」
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。 

・
正
直
に
言
え
ば
、
「
心
が
明
る
く
な
る
」
、
「
友
達
に
も
信
頼
さ
れ
る
」
と
い

う
こ
と
を
押
さ
え
て
ま
と
め
る
。
ま
た
、
自
分
の
過
ち
や
失
敗
を
ご
ま
か
さ

な
い
で
自
分
の
心
に
正
直
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
周
り
も
気
持
ち
よ

く
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
気
付
か
せ
る
。 

・
グ
ル
ー
プ
交
流
を
行
い
、
自
分
た
ち
の
考
え
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
述
さ

せ
る
。
そ
の
後
、
四
枚
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
黒
板
に
位
置
付
け
、
全
体
交

流
を
行
う
。 

人
間
理
解
・
他
者
理
解 

・
資
料
の
範
読
を
聞
き
、
ゲ
ー
ム
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
様
子
や
、
場
面
ご

と
の
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
を
確
認
す
る
。 

・
ボ
ー
ル
に
当
た
っ
た
時
に
、
正
直
に
外
に
出
よ
う
と
し
た
主
人
公
の
姿
を

「
よ
さ
」
と
し
て
押
さ
え
る
こ
と
で
「
ぼ
く
」
に
寄
り
添
い
や
す
く
す
る

一
方
、
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
ゲ
ー
ム
を
続
け
て
し
ま
っ
た
弱
さ

へ
の
共
感
を
図
る
。 

 
◯
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
言
わ
れ
た
時
の
「
ぼ
く
」
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

・
Ｍ
Ｖ
Ｐ
（
最
も
活
躍
し
た
選
手
）
と
言
わ
れ
て
も
、
一
人
気
が
重
く
な
っ

て
い
る
「
ぼ
く
」
の
様
子
に
着
目
し
て
考
え
さ
せ
る
。 

自
己
の
生
き
方
を
振
り
返
る
＝
自
己
理
解 

・
本
時
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
を
も
と
に
、
自
己
を
見
つ
め
る
。 

・「
正
直
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の

自
分
に
つ
い
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

         

（
・
教
師
の
説
話
を
聞
く
。） 

・
夏
休
み
中
の
水
や
り
当
番
の
仕
事
を
忘
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
先
生

に
「
や
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
母
親
に
叱
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
今

で
も
心
に
重
く
残
っ
て
い
る
体
験
談
を
話
し
、
正
直
に
行
動
し
た
い
と
い

う
心
情
を
高
め
る
。 

・
今
ま
で
の
ぼ
く
は
、
本
当
の
こ
と
を
言
わ
ず
ご
ま
か
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
正
直
に

話
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

・
自
分
か
ら
正
直
に
言
う
の
は
難
し
い
時
も
あ
る
け
ど
、
嫌
な
思
い

が
続
く
の
は
つ
ら
い
か
ら
、
弱
い
心
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
た

い
。 

絵１ 

主人公の足にボール

がかすった場面 

ぼくは MVP 

本当のことが言えず、うそをついたり、 

ごまかしたりしてしまったことは？ 

ある・・・１７人   ない・・・０人 

・友達とけんかしたとき ・忘れ物をしたとき 

・ドッジボールをしているとき 

絵２ 

主人公が活躍して

いる場面 

絵３ 

主人公が「MVP」と 

言われた場面 

「正直」に 

ついて考えよう。 

ど
う
し
よ
う 

むちゅう 

・もやもやしている。 
・どうすればいいのだろう。 
・素直によろこべない。 

ＭＶＰと言われた「ぼく」は、 

どんな気持ち？ 

誰も気づいていないし、気にしなくても

よいのでは？ 

・心がすっきりしない。 
・ドッジボールの時、思い出してしまう。 
・だまっておけば、ばれない。 
・ 

「ぼく」は、これからどうすれば

よいのだろう？ 

１班 

どのようなことで

も、正直に話す。 

○ま「正直な心」とは・・・ 

・自分にうそをつかない。 
・悪いことは、すぐあやまる。 
・いいこともわるいことも、 
しっかり伝える。 

MVP:１番活やくした人 

○か正直な心で生活するために、

大切なことはなんだろう。 

２班 

その時に、本当の

ことを伝える。 

３班 

正直に話して、 

みんなにあやまる。 

４班 

ごまかさないように、 

気をつけて生活する。 




